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手術摘出胃を10%ホルマリン液にて固定し、パラフィン切片とし、各種酵素剤 (crude stem broｭ
melain , trypsin , papain , pancreatin , collagenase および hyalurönidase) 、脱Ca 剤 (2 Na-
EDTA むよびクエン酸)むよび表面活性剤 (aerosol 0 T) を必定時間作用せしめた後、分離針で組
織中の細胞を分離し、上皮の分離状態を観察したが、 2Na-EDTA と crude stem bromelain 
と組合せた場合がもっともよく細胞を分離できた。
B. 2 Na -E D T A , stem bromelain および、超音波による分離条件の検討
正常犬の肝組織を30μ のパラフィン切片とし種々の条件の試薬溶液中に浸漬した後、超音波によ
って細胞を分離し、単位体積中の分離した全細胞を裸核、単一に分離された細胞、 2個結合した細
胞、以下 3 、 4 、 5 個結合した細胞および 6個以上結合した細胞群に分類、集計して分離条件を検
討したが、 2.0%2Na-EDTA ， pH7 ふ o.2M phosphate buffer 溶液中に 2 時間浸漬、振渥
し、つぎに10mg/100ml crude stem bromelain , O.OlM cystein , p H 7.5 , 0.2M phosphate 
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切除胃を10%ホルマリン液で固定した後、 6μ むよび30μ のパラフィン切片とした。 6μ切整は組






(1) 正常胃上皮のモード値は2.0n で分散の巾は4.0n 以内であった。
(2) 正常空腸上皮を繊毛部と腺部、化生小腸上皮を表層部と腺部に区分すると腺部は繊毛部、表層
部よりも hyper-2.0 n の細胞核が多く出現した。
(3) ヒストグラムのパターンは必ずしも癌の深達度と相関関係がなかった。
(4) 腺癌と巣純癌よりなる混合組織型の I 型早期胃癌の 2 例では単純癌は腺癌よりも分散の巾の拡
大が認められたが stem line はともに同じ値を示した。
(5) クロマチンの染色性と核DNA量とは必ずしも相関関係がなかった。










(3) --~般に単純癌は腺癌、印環細胞癌よりも 4.0n 以上の細胞核の占める割合が大である。
(4) 原発巣とリンパ節転移巣にむいて stem line は定不変でなく、リンパ節転移によって変りう
-221-
ることカfわかった。
(5) 4.0n 以上の細胞核の占める割合が5.0%以上であることを癌の診断基準とした。
(6) 境界領域症例の大部分は核DNA量の点から良性あるいは癌と診断できたが、核DNA量の点
からもなお境界領域といわざるをえない症例があった。
(7) 以上の核DNA量測定方法は早期癌の診断にきわめて役立つものであると考えられる。
論文の審査結果の要旨
顕微分光測光法による核DNA量の測定のために、従来困難とされていた固定組織より EDTA 、
bromelain むよび超音波を用いて、完全な形の細胞を分離するすぐれた方法を開発し、この方法を癌
を中心とした胃疾患に応用し、組織学的所見と核DNA量との関連について検討した。ことに早期胃
癌むよび良性、悪性との境界領域症例について検討した点はこの分野の進歩に寄与するところが大で
あると思われる。
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